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〈
略
式
記
号
の
読
み
方
〉

通
夜
＝
諌
、葬
儀
＝
還
、喪
主
＝
間
、

施
主
＝
鑑
、葬
儀
委
員
長
＝
貫

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

未
契
約
の
お
く
や
み
は
異
体
字

（
作
字
文
字
）
は
使
わ
ず
、
新
字

体
で
掲
載
し
ま
す
。
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「一年中スポーツをやっていたい」

と話す運動大好きな山手君

　
山
手
朝
登
君
（
釧
路
市
立
愛
国
小

４
年
）
は
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
で

「
あ
し
は
ら
少
年
団
」
、
軟
式
野
球

で
「
愛
国
イ
ー
グ
ル
ス
」
に
所
属
し
、

競
技
に
励
ん
て
い
る
。

　
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
は
、
父
の
影

響
で
幼
児
の
時
か
ら
、
野
球
は
１
年

生
か
ら
始
め
た
。
「
ス
ポ
ー
ツ
が
大

好
き
」
と
笑
顔
で
話
す
山
手
君
は
、

夏
は
野
球
、
冬
は
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
と
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ー
ズ
ン
に
集
中

し
て
打
ち
込
み
、
ど
ち
ら
も
週
６
回

の
練
習
で
一
年
中
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り

組
む
。
野
球
は
投
手
と
三
塁
手
を
こ

な
し
、
釧
路
で
１
位
に
な
り
、
全
道

大
会
で
優
勝
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲

げ
る
。

　
「
友
達
と
遊
ぶ
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
を

や
っ
て
い
た
い
」
と
話
し
、
仲
間
と

の
交
流
も
楽
し
ん
で
い
る
。
母
・
真

弓
さ
ん
は
「
体
を
動
か
す
の
が
好
き

で
、
ど
ち
ら
も
好
ん
で
や
っ
て
い
る
。

楽
し
そ
う
で
良
い
」
と
し
、
「
ス
ケ

ー
ト
で
下
半
身
が
鍛
え
ら
れ
、
野
球

に
生
か
せ
て
い
る
」
と
利
点
も
強
調

す
る
。
シ
ー
ズ
ン
真
っ
た
だ
中
の
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
山
手
君

は
「
寒
い
中
で
や
っ
て
い
る
の
で
体

が
鍛
え
ら
れ
る
。
課
題
を
強
化
し
て
、

十
勝
の
選
手
に
勝
て
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
」
と
意
気
込
み
を
見
せ
て
い

た
。
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佐
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■
「
償
却
資
産
」
の
申
告
受
付

　
令
和
７
年
１
月
１
日
現
在
、
根
室
市

に
お
い
て
事
業
を
営
ん
で
い
る
個
人
・

法
人
の
方
は
、
資
産
の
多
少
に
か
か
わ

ら
ず
申
告
が
必
要
で
す
。

　
申
告
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
申
告
を

し
ま
し
ょ
う
。

　
▽
申
告
期
限
　
令
和
７
年
１
月

日

（
金
）

　
▽
償
却
資
産
に
つ
い
て
　
土
地
・
家

屋
以
外
の
事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
有
形
の
資
産
（
漁
業
権
・
特
許

権
の
よ
う
な
無
形
の
資
産
や
自
動
車
・

軽
自
動
車
・
一
部
農
耕
作
業
用
ト
レ
ー

ラ
は
除
く
）
で
、
所
得
の
計
算
上
損
金

ま
た
は
必
要
な
経
費
に
算
入
さ
れ
る
も

の　
▽
申
告
・
問
合
先
　
市
税
務
課
課
税

担
当
０
１
５
３
（

）
６
１
１
１
内
線

３
１
２
７
・
３
１
２
８

　
■
「
第
３
回
が
ん
検
診
・
特
定
健
康

診
査
・
風
し
ん
抗
体
検
査
」
を
実
施

　
令
和
６
年
度
第
３
回
が
ん
検
診
・
特

定
健
康
診
査
・
風
し
ん
抗
体
検
査
を
実

施
し
ま
す
。

　
が
ん
検
診
は
希
望
す
る
検
診
の
み
を

受
診
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
喀
痰
検
診
は
事
前
予
約
制
に

な
り
ま
す
。

　
※
受
診
は
年
度
内
１
回
の
み
で
す
。

　
【
が
ん
検
診
】 

　
▽
対
象
者
　

歳
以
上
の
市
民

　
※
前
立
腺
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は

歳
以
上
の
男
性
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症

血
清
検
査
に
つ
い
て
は

歳
以
上
の
方

が
対
象
で
す
。

　
▽
料
金
　
胃
が
ん
検
診
１
０
０
０

円
、
肺
が
ん
検
診
（
Ｘ
線
）３
０
０
円
、

肺
が
ん
検
診
（
喀
痰
）
７
０
０
円
、
大

腸
が
ん
検
診
５
０
０
円
、
前
立
腺
が
ん

検
診
２
３
１
０
円
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
５
０
０
円
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
血

清
検
査
は
無
料

　
▽
定
員
　
２
月

日
（
金
）

人
、

２
月

日
（
土
）
〜

日
（
日
）
各
１

４
０
人

　
※
免
除
規
定
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
【
特
定
健
康
診
査
】

　
▽
対
象
者
　

歳
〜

歳
ま
で
の
根

室
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
お
よ
び
社

会
保
険
被
扶
養
者
、

歳
以
上
な
ど
の

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
、
生
活

保
護
受
給
者

　
▽
料
金
　
無
料
（
た
だ
し
、
社
会
保

険
被
扶
養
者
の
方
は
一
部
費
用
負
担
が

あ
り
ま
す
）

　
【
風
し
ん
抗
体
検
査
】

　
▽
対
象
者
　
昭
和

年
４
月
２
日
〜

昭
和

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

　
▽
料
金
　
無
料

　
※
検
査
に
は
抗
体
検
査
の
ク
ー
ポ
ン

券
が
必
要
で
す
。
お
持
ち
で
な
い
方
は

予
約
時
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

　
※
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
は
令
和

６
年
度
ま
で

　
【
共
通
事
項
】

　
▽
日
時
・
会
場

　
●
２
月

日
（
金
）
　
歯
舞
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
「
あ
さ
ひ
」

　
●
２
月

日
（
土
）
、

日
（
日
）

　
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
▽
受
付
時
間
　
６
時

分
〜
７
時
／

７
時

分
〜
７
時

分
／
８
時
〜
８
時

分
／
８
時

分
〜
９
時

分
／
９
時

分
〜

時

　
▽
申
込
期
限
　
１
月

日
（
水
）

　
▽
申
込
・
問
合
先
　
市
健
康
推
進
課

健
康
推
進
担
当
０
１
５
３
（

）
６
１

１
１
内
線
２
１
３
１
・
２
１
３
２

　
■
献
血
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
北
海
道
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
釧
路

事
業
所
に
よ
る
移
動
献
血
車
「
ひ
ま
わ

り
号
」
が
巡
回
し
ま
す
の
で
、
献
血
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
▽
日
時
・
会
場

　
●
１
月

日
（
水
）
　
根
室
市
役
所

（
前
庭
駐
車
場
）
９
時
〜

時

分
、

時
〜

時

分

　
▽
問
合
先
　
市
健
康
推
進
課
健
康
推

進
担
当
０
１
５
３
（

）
６
１
１
１
内

線
２
１
３
１

　
■
要
介
護
認
定
者
の
障
害
者
控
除
に

つ
い
て

　
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
被
保
険
者

で
、一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
場
合
は
、

障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い

な
く
て
も
税
法
上
の
「
障
害
者
控
除
」

ま
た
は
「
特
別
障
害
者
控
除
」
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
控
除
を
受
け
る
に
は
本
人
ま
た
は
家

族
か
ら
の
申
請
に
よ
り
市
が
交
付
す
る

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
が
必

要
で
す
。

　
▽
対
象
者
　
令
和
６
年

月

日
現

在
、

歳
以
上
で
要
介
護
１
か
ら
５
の

認
定
を
受
け
て
お
り
、
障
害
者
手
帳
な

ど
を
持
っ
て
い
な
い
方
（
要
介
護
認
定

の
内
容
に
よ
っ
て
は
控
除
を
受
け
ら
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

　
※
本
人
お
よ
び
税
法
上
の
扶
養
親
族

が
非
課
税
で
税
の
申
告
が
必
要
な
い
場

合
は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
▽
申
請
・
問
合
先
　
市
社
会
福
祉
課

福
祉
担
当
０
１
５
３
（

）
６
１
１
１

内
線
２
１
１
３

　
■
消
火
栓
や
防
火
水
そ
う
付
近
へ
の

排
雪
や
駐
車
は
ご
遠
慮
下
さ
い

　
「
消
火
栓
」
や
「
防
火
水
そ
う
」

は
、
消
火
活
動
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
施
設
で
、
消
火
活
動
に
使
用
す

る
水
を
消
防
隊
に
供
給
す
る
も
の
で

す
。

　
「
消
火
栓
」
や
「
防
火
水
そ
う
」は
、

道
路
脇
や
歩
道
上
な
ど
に
設
置
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
位
置
を
示
す
た
め
、
標
識

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
消
防
署
で
は
、
定
期
的
に
調
査
や
点

検
・
整
備
を
行
い
、
い
つ
ど
こ
で
火
災

が
発
生
し
て
も
、
直
ち
に
対
応
で
き
る

体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、「
消
火
栓
」

や
「
防
火
水
そ
う
」
の
付
近
に
雪
を
捨

て
た
り
、
駐
車
車
両
が
あ
る
と
消
火
活

動
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。

　
火
災
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に

も
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
▽
問
合
先
　
市
消
防
署
消
防
担
当
０

１
５
３
（

）
３
１
６
４

　
【

日
】

　
◇
釧
路
町
長
　
▽
正
午
　
昆
布
森
漁

協
大
漁
祈
願
際
（
昆
布
森
神
社
）

　
◇
弟
子
屈
町
長
　
▽
午
前

時
　
原

野
自
治
会
定
期
総
会（
原
野
福
祉
の
家
）

▽
正
午
　
鐺
別
温
泉
桜
町
自
治
会
新
年

会
（
鐺
別
温
泉
桜
町
会
館
）

　
◇
白
糠
町
長
　
▽
午
前

時
　
船
霊

祭
（
厳
島
神
社
）

　
◇
標
津
町
長
　
▽
午
前

時
　
川
北

老
人
ク
ラ
ブ
し
ら
か
ば
会
新
年
会
（
町

内
）
▽
午
後
１
時
　
第

回
新
春
「
鮭

飯
寿
し
」
大
試
食
会
（
町
内
）

　
◇
羅
臼
町
長
　
▽
午
後
６
時
　
羅
臼

消
防
団
第
一
分
団
と
の
新
年
交
礼
会 

（
町
内
）
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釧
路
市
在
住
ま
た
は
市
内
で

就
職
、
転
職
を
希
望
す
る
人
を

対
象
と
し
た
合
同
企
業
説
明
会

（
釧
路
市
地
域
雇
用
創
造
協
議

会
主
催
）
が

日
、
釧
路
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
会
場
と
オ
ン
ラ
イ

ン
（
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
＝

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
で
行
わ
れ
る
。

　
参
加
予
定
企
業
は
建
設
、
自

動
車
販
売
、
ホ
テ
ル
、
医
療
、

福
祉
な
ど

社
。
会
場
は
予
約

不
要
、
入
退
場
自
由
で
、
各
社

の
ブ
ー
ス
で
仕
事
内
容
や
福
利

厚
生
な
ど
を
直
接
聞
く
こ
と
が

で
き
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
は
１
社

に
つ
き

分
間
面
談
で
き
、
事

前
予
約
が
必
要
。
時
間
は
午
前

時
〜
午
後
２
時
ま
で
。

　
会
場
に
は
、
無
料
個
人
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

相
談
、
く
し
ろ
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ー
ナ
ー
も

設
け
ら
れ
る
。

　
同
協
議
会
で
は
「
合
わ
せ
て

１
５
０
人
以
上
の
求
人
が
あ

る
。
ま
ず
は
会
場
に
足
を
運
ん

で
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い

る
。
詳
細
は
同
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:
/
/
e
m
p
l
o
y

.kushiro.jp

）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
荒
井
純
）

＝
毎
週
火
、
土
曜
日
掲
載

葦 芦
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・
・
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・
・
・
・
・
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年
末
年
始
の
取
材
は
同
僚
に
任
せ
て

１
週
間
の
お
休
み
を
も
ら
い
、
父
の
実

家
が
あ
る
千
葉
県
へ
帰
省
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。
成
田
山
新
勝
寺
の
参
拝
や
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
見
学
を
満
喫
し
た
、
そ

の
帰
り
、
素
晴
ら
し
い
経
験
を
し
た
。

　
羽
田
空
港
か
ら
空
路
で
帰
釧
し
、
空

港
連
絡
バ
ス
で
市
内
へ
と
向
か
っ
た
。

バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
が
大
変
気
さ
く
な

女
性
で
、
停
留
所
が
近
づ
く
と
、
降
車

客
が
ト
ラ
ン
ク
に
預
け
た
荷
物
の
有
無

な
ど
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
く
れ
る
。
な
か

で
も
感
心
し
た
の
は
、
逆
方
向
の
空
港

行
き
の
便
の
バ
ス
停
の
場
所
ま
で
教
え

て
く
れ
る
こ
と
だ
。

　
飛
行
機
で
釧
路
に
来
る
人
は
私
の
よ

う
な
地
元
民
の
他
に
、
観
光
客
や
ビ
ジ

ネ
ス
客
も
多
い
は
ず
で
、
そ
う
い
っ
た

人
に
と
っ
て
バ
ス
は
ハ
ー
ド
ル
の
高
い

乗
り
物
だ
と
思
う
。
鉄
道
と
違
っ
て
、

降
り
る
場
所
と
乗
る
場
所
が
違
う
。
運

賃
の
払
い
方
も
会
社
に
よ
っ
て
ま
ち
ま

ち
だ
。

　
来
釧
す
る
人
の
目
線
に
立
て
ば
、
帰

り
の
連
絡
バ
ス
の
情
報
は
と
て
も
重
要

だ
ろ
う
。
乗
り
場
を
間
違
え
、
バ
ス
を

逃
し
て
飛
行
機
の
時
間
に
遅
れ
た
ら
一

大
事
で
あ
る
。
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
お
か
げ

で
、
防
げ
た
悲
劇
も
き
っ
と
あ
る
に
違

い
な
い
。
配
慮
の
行
き
届
い
た
サ
ー
ビ

ス
に
心
打
た
れ
、
楽
し
い
旅
を
温
か
い

気
持
ち
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
橋
本
梓
）

合同企業説明会をＰＲ

する担当者

　
※
「
お
く
や
み
」
は

面
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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鶴
間
市
長
（
右
）
か
ら
表
彰
状
の

伝
達
を
受
け
る
宮
脇
さ
ん

゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛

  

釧
路
市
共
栄
東
部
地
区
の
民

生
委
員
児
童
委
員
、
宮
脇
功
さ

ん
（

）
が
、
今
年
度
の
「
社

会
福
祉
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣

表
彰
（
民
生
委
員
・
児
童
委
員

功
労
者
）
」
を
受
賞
し
た
。
７

日
に
は
釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ

ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
伝
達
式
が

行
わ
れ
、
鶴
間
秀
典
市
長
が
功

績
を
た
た
え
た
。

　
宮
脇
さ
ん
は
「
理
容
み
や
わ

き
」
（
堀
川
町
５
）
を
経
営
す

る
傍
ら
、
１
９
８
７
年
に
同
地

区
の
民
生
委
員
児
童
委
員
に
就

任
。

年
の
長
き
に
わ
た
り
地

域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
し
、
現

在
も
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　
伝
達
式
で
は
鶴
間
市
長
が

「
長
年
に
わ
た
り
地
域
づ
く
り

に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
感
謝

し
て
い
る
」
と
述
べ
、
宮
脇
さ

ん
は
「
大
変
な
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
委
員
だ
か
ら
こ
そ
経
験
で

き
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

勉
強
に
な
る
こ
と
も
多
く
、
こ

れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
い

く
」
と
話
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
森
崎
博
史
）

゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛

　
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
地

球
科
学
や
自
然
へ
の
関
心
を
高

め
て
も
ら
う
「
ジ
オ
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
　
ｉ
ｎ
　
Ｋ
ｕ
ｓ
ｈ

ｉ
ｒ
ｏ
」
が

日
、
釧
路
市
こ

ど
も
遊
学
館
で
開
か
れ
る
。
同

実
行
委
員
会
が
主
催
し
、
釧
路

市
内
を
は
じ
め
、
道
内
の
学
校

な
ど
約

団
体
の
実
験
屋
台
な

ど
が
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

す
る
。

　
当
日
は
午
前

時
〜
午
後
４

時
ま
で
、
実
験
や
工
作
が
体
験

で
き
る
。
冬
休
み
期
間
中
の
た

め
、
当
日
は
小
中
学
生
の
展
示

室
観
覧
料
が
無
料
。
同
時
開
催

で
午
前

時
か
ら
、
移
動
天
文

車
「
カ
シ
オ
ペ
ヤ
号
」
で
太
陽

観
測
会
も
行
う
。
２
月

、

の
両
日
に
は
、
遊
ば
な
く
な
っ

た
お
も
ち
ゃ
を
交
換
す
る
「
と

り
＋
か
え
っ
こ
」
も
開
催
予
定
。

問
い
合
わ
せ
は
０
１
５
４
（

）

０
１
２
２
へ
。

地
球
科
学
を
実
験
や

工
作
で
体
験
し
よ
う

あ
す
遊
学
館
ジ
オ
・
フ
ェ
ス

　
　
　
　
　
　
　
…
釧
路
市
…

　
山
田
　
和
弘
さ
ん

？
？
？
？
？
？
？
？
？
？

（
や
ま
だ

・
か
ず
ひ
ろ
）
８
日
死
去
、

歳
。
武
佐
４
の
６
の
９
諌

日

午
後
６
時
還

日
午
前
９
時
、

緑
ケ
岡
３
の
ベ
ル
コ
釧
路
シ
テ

ィ
ホ
ー
ル
間
妻
由
美
子
さ
ん
貫

両
角
陽
一
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

根
釧
Ｎ
Ｅ
Ｔ
監
事
）
。

　
今
野
　
博
茂
さ
ん

？
？
？
？
？
？
？
？
？
？

（
こ
ん
の

・
ひ
ろ
し
げ
）
５
日
死
去
、

歳
。
愛
国
東
４
の
８
の

。
葬

儀
終
了
間
長
男
雅
之
さ
ん
。

　
佐
藤
　
七
郎
さ
ん

？
？
？
？
？
？
？
？
？
？

（
さ
と
う

・
し
ち
ろ
う
）
８
日
死
去
、

歳
。
大
楽
毛
西
１
の

の
７
諌

日
午
後
６
時
（
一
般
会
葬
午

後
４
時
〜
６
時
）
還

日
午
前

９
時
、
星
が
浦
南
１
の
博
善
市

民
斎
場
間
長
男
悟
さ
ん
。

　
相
田
　
順
吉
さ
ん

？
？
？
？
？
？
？
？
？
？

（
あ
い
た

・
じ
ゅ
ん
き
ち
）

日
死
去
、

歳
。
鳥
取
南
８
の
５
の

諌

日
午
後
６
時
（
一
般
会
葬
午

後
４
時
〜
６
時
）
還

日
午
前

時
、
白
金
町

の
釧
路
葬
儀

社
斎
場
間
長
男
義
雄
さ
ん
。

　
星
野
　
正
男
さ
ん

？
？
？
？
？
？
？
？
？
？

（
ほ
し
の

・
ま
さ
お
）
９
日
死
去
、

歳
。

愛
国
東
１
の

の
６
諌

日
午

後
６
時
（
一
般
会
葬
午
後
４
時

〜
６
時
）
還

日
午
前

時
、

釧
路
町
桂
木
５
の
清
華
堂
桂
木

ホ
ー
ル
間
妻
恵
美
子
さ
ん
。

　
阿
部
　
正
義
さ
ん

？
？
？
？
？
？
？
？
？
？

（
あ
べ
・

ま
さ
よ
し
）
６
日
死
去
、

歳
。

武
佐
２
の

の
４
。
葬
儀
終
了

間
妻
淑
子
さ
ん
。

　
　
　
　
　
　
…
弟
子
屈
町
…

　
田
中
　
明
さ
ん

？
？
？
？
？
？
？
？
？

（
た
な
か
・

あ
き
ら
）
８
日
死
去
、

歳
。

泉
３
の
１
の

諌

日
午
後
６

時
（
一
般
会
葬
午
後
４
時
〜
６

時
）
還

日
午
前
９
時
、
美
里

２
の
宝
泉
寺
間
妻
礼
子
さ
ん
貫

近
江
屋
茂
さ
ん
（
泉
自
治
会
会

長
）
。

　
　
　
　
　
　
　
…
別
海
町
…

　
濱
岡
　
フ
ミ
さ
ん

？
？
？
？
？
？
？
？
？
？

（
は
ま
お

か
・
ふ
み
）
７
日
死
去
、

歳
。

西
春
別
駅
前
西
町
２
０
１
。
葬

儀
終
了
間
長
女
の
夫
川
本
彰
さ

ん
。

　
西
村
　
喜
久
男
さ
ん

？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？

（
に
し

む
ら
・
き
く
お
）

日
死
去
、

歳
。
走
古
丹
１
の
１
３
９
諌

日
午
後
６
時
（
一
般
会
葬
午

後
４
時
〜
６
時
）
還

日
午
前

時
、
中
標
津
町
東
９
南
１
の

中
央
斎
場
ワ
タ
ナ
ベ
間
妻
世
記

さ
ん
鑑
長
男
祐
作
さ
ん
貫
中
島

憲
明
さ
ん
（
走
古
丹
町
内
会
会

長
）
。

　
　
　
　
　
　
…
中
標
津
町
…

　
佐
藤
　
キ
ミ
子
さ
ん

？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？

（
さ
と

う
・
き
み
こ
）
５
日
死
去
、

歳
。
西

北

の
２
。
葬
儀
終

了
間
三
男
秋
彦
さ
ん
。


